










































































































































課題提案者：株式会社テムテック研究所  滝沢市認知症の人と家族の会  
研究代表者：社会福祉学部 柏葉英美 
研究チーム員：菅野道生（社会福祉学部） 成田英樹（株式会社テムテック研究所） 
       櫻野正之（滝沢市認知症の人と家族の会・時計屋カフェ）和田與四郎（時計屋カフェ） 



























































































































































 カフェのネーミ て、7 月に実施した講演会にお
いて、講師である丹野氏から「『注文をまちがえるカフェ（仮
称）』では、『認知症の人＝まちがえる人』になってしまい、
間違えることが前提となってしまう。むしろ、認知症の人が
わないシステムを考えるべきである」とのアドバイスか
ら、「注文をまちがえるカフェ（仮称）」から「パンテックお
れんじカフェ」に決定した。ネーミングの理由としては、店
舗を貸してくれるお店の名前を入れることで、来店 くれ
るお客様にとっても場所が分かりやすい いうメリットが
あるのと同時に、おれんじカフェとするこ で、認知症カフ
ェとしての運営もできると考えた。 
２．注文をまちがわないシステムについて 
 パンテックのお店のランチメニューの中から、２つのメニ
ューに限定した。注文 仕方は、①レジでランチメニューと
飲み物を注文し、会計を済ませたお客さんにナ バープレイ
トが渡され、席へ案内し、食事を運ぶというシステムにした。 
３．開催方法について 
 予約制として1部20名（11時30分～）、2部20名（13：
00～）とし、お店に出る認知症当事者も2部制で入れ替える
こととした。準備のポイントとして、サポーターとして協力
しくれるボランティアとペアで行動することや、食事をスム
ーズに運べるよう、店舗内のテーブルの配置を確認し、テー
ブルとテーブルの間隔を広くとることや、動線の確認、食事
を運ぶためのワゴンの選定（軽くて、安定性のあるもの）な
ど、当事者の立場で考え準備を行った。また、継続的に実施
するためにも、認知症当事者の労働に対する対価についても
検討した。プレオープンでは、認知症当事者への謝金は無い
状況であったが、お店のコーヒーチケットを出してもらうこ
と し、開催状況をみて、売り上げから謝金を支払う方向で
検討していくことにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．定期的・継続的に開催した場合に期待される効果について 
 開催に向けて準備を進める過程において、COVID-19の感
染症拡大 より開催を中止しなければならなかった。そのた
め、「パンテックおれんじカフェ」でのアクションリサーチ
ができなかった。しかし、この取り組みを進めることで期待
される効果として以下のことが考えられた。 
①認知症当事者や家族にとって、「できることがある」こと
が生きがいや喜びにつながる。 
②学生や地域のボランティア（サポーター）や地域住民にと
っては認知症等のバリアフリー社会の実現や方策につい
て学ぶ場となる。 
③この取り組みが、認知症等のバリアフリー社会づくりの先
進モデルとして評価され、バリアフリー社会づくりへの波
及効果となる。 
今後、ワクチン接種が進み、感染症の終息が確認できれば、
開催可能な状況である。 
図2 講演会チラシ 
図3 チラシ（上）とメニュー（左下）、店内案内（右下） 
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　岩手県においては 2019年10月に北上市で「注文のやんべな
料理店（注文のやんべな料理店プロジェクト）」が開催され、同
年12月に盛岡市では「注文をまちがえるカフェ」（飯岡・永井地
域包括支援センター）が開催された。そこで、先進事例調査と
して、注文のやんべな料理店プロジェクト実行委員長および副委
員長を講師にオンライン研修会を開催し、具体的な進め方につ
いてアドバイスを受けた。
３．「注文をまちがえるカフェ（仮称）」の開催に向けての検討
　研究者および共同研究者 研究協力者が集まり、検討会の開
催を繰り返し、具体的な実施案を作成した。検討した結果、店舗
が休みである月曜日に、パンテックの店舗を認知症の人のために
貸してもらえることとなり12 月14日（月）にプレオープンが決定した。
Ⅲ 具体的な運営について
１．カフェのネーミングについて
　カフェのネーミングについて、7 月に実施した講演会において、
講師である丹野氏から「『注文をまちがえるカフェ（仮称）』では、
『認知症の人＝まちがえる人』になってしまい、間違えることが
前提となってしまう。む ろ、認知症の人が間違わないシステム
を考えるべきであ 」と アドバイスから、「注文をまちがえるカ
フェ（仮称）」から「パンテックおれんじカフェ」に決定した。ネー
ミングの理由としては、店舗を貸してくれるお店の名前を入れるこ
とで、来店してくれるお客様にとって、場所が分かりやすいという
メリットがあるのと同時に、「おれんじカフェ」とすることで、認知
症カフェとしての運営もできると考えた。
２．注文をまちがわないシステムについて
　パンテックのお店のランチメニューの中から、２つのメニューに
限定した。注文の仕方は、①レジでランチメニューと飲み物を注
文し、会計を済ませたお客さんにナンバープレイトが渡され、席
へ案内し、食事を運ぶというシステムにした。
３．開催方法について
　予約制として1部20名（11時30分〜）、2部20名（13時00〜）
とし、お店に出る認知症当事者も２部制で入れ替えることとした。
準備のポイントとして、サポーターとして協力しくれるボランティア
とペアで行動することや、食事をスムーズに運べるよう、店舗内
のテーブルの配置を確認し、テーブルとテーブルの間隔を広くと
ることや、動線の確認、食事を運ぶためのワゴンの選定（軽く
て 安定性 あるもの）など、当事者の立場で考え準備を行っ
た。また、継続的に実施するためにも、認知症当事者の労働に
対する対価についても検討した。プレオープンでは、認知症当事
者への謝金は無い状況であったが、お店のコーヒーチケットを出
してもらうこと し、開催状況をみて、売り上げから謝金を支払う
方向で検討していくことにした。
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４．定期的・継続的に開催した場合に期待される効果について
　開催に向けて準備 進める過程において、COVID-19の感染
症拡大により開催を中止しなければならなかった。そのため、「パ
ンテックおれんじカフェ」でのアクションリサーチができなかった。
しかし、この取り組みを進めることで期待される効果として以下
のことが考えられた。
①認知症当事者や家族にとって、「できることがある」ことが生きが
　いや喜びにつながる。
②学生や地域のボランティア（サポーター）や地域住民にとっては
　認知症等のバリアフリー社会の実現や方策について学ぶ場と
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③この取り組みが、認知症等のバリアフリー社会づくりの先
　進モデルとして評価され、バリアフリー社会づくりへの波
　及効果となる。
　今後、ワクチン接種が進み、感染症の終息が確認できれば、
　開催可能な状況である。
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